
再評価 【番号７】

広域農道整備事業
吉野川中部地区





待避所
幅員５．０ｍ幅員 ５．０m

待避所

１．５車線的整備

７．０ｍで整備した場合

土留めが必要 →

余分に切土が必要

幅員５．０ｍ

幅員を７．０ｍとした場合、

山側では、さらなる切土が必要
谷側では、さらなる擁壁高が必要

【多数アンカー工】

経済的工法の採用





広域農道



総費用・総便益比

総便益
１ 維持管理費節減効果

２ 営農に係る走行経費節減効果

３ 一般交通等経費節減効果

① 一般交通経費節減効果

② 林業交通経費節減効果

③ 林業経営経費節減効果

総便益 ／ 総費用 ＝１．３９総便益 ／ 総費用 ＝１．３９

総費用
計画区間全体に要する経費

・建設費用

・再整備費用（評価期間内）

・評価期間終了時点の資産価値





現時点における事業効果の検証

１ 効果発現状況の検証

２ 社会経済情勢の変化

３ 現時点における事業の検証


